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休 憩 時 間  
①  (休憩) 午前・午後 時 分 ～ (再開) 午前・午後 時 分 
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【議案】 

・議案第19号 令和6年度市立高校採択希望教科書について（学校教育課） 

 

【報告事項等】 

・令和5年度ウォームアップ週間取組計画について（学校教育課） 

・寄附受納について（教育研究センター） 

・令和4年度放課後児童クラブ自己評価の公表について（生涯学習課） 

・寄附受納について（市立高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



教 育 委 員 会 報 告 

令和５年７月１３日 

【議案】 

件 名 議案第19号 令和6年度市立高校採択希望教科書について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

新学習指導要領の目的に沿った選考を行った。大きな変更点は、

来年度3年生の科目である地理探求、論理・表現Ⅲの教科書の選考

を行ったこと。 

教育委員等の意見 
【北村委員】 

 地理探求、論理・表現Ⅲの教科書の選考理由は何か。 

回 答 

【奥田市立高校教頭】 

 他の教科書と比べ、生徒自身が探求しやすい材料が多く掲載され

ている為。 

 議案第19号 承認 

 

【報告事項等】 

件 名 令和5年度ウォームアップ週間取組計画について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

今回で19年目の取組。課題の確認や2学期に向けての目標づく

り等スムーズに新学期を迎えられるよう各学校で取組んでいく。今

後も効果的な取組となるように考えていく。 

教育委員等の意見 特になし 

 

件 名 寄附受納について 

所管部課名 教育研究センター 

内 容 
学校教育における情報教育充実のためとして、小松ライオンズク

ラブよりオンライン中継機器一式の寄付を頂いた。 

教育委員等の意見  特になし 

 

 

 



件 名 令和4年度放課後児童クラブ自己評価の公表について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

小松市放課後児童クラブ運営基準に基づき、各クラブが自己点検

を行い、生涯学習課が実地調査を行った上で評価を確定する。令和

4年度は35クラブのうち19クラブがＡ評価となった。８月１日に

市ホームページでの公表を予定している。 

教育委員等の意見 

【吉原委員】 

 目標をA評価100％と設定しているが達成率は40～50％となって

いる。この結果は企業では達成していないに等しい。目標の再設定

や課題への取り組みを進める必要がある。 

【北村委員】 

 企業では外部監査を取り入れている。自己評価だけでなく、外部

からの観点取り入れながら厳しい運営を行ってほしい。 

 

件 名 寄附受納について 

所管部課名 市立高校 

内 容 
小松市立高校芸術コースの充実のためとして、小松美術作家協会

より現金100,000円の寄付を頂いた。 

教育委員等の意見  特になし 

 

【その他】 

件 名 次回教育委員会会議日程について 

内 容 
日時：令和５年8月18日（金）午前10時30分 

場所：小松市役所 ６階 教育長室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【教育委員からの意見・提言】 

吉原委員 

LGBT 理解増進法が可決したことで学校運営で何か変わっていくのか。

生徒もそうであるが教師からのカミングアウトも考えられる。学校とし

ての対応も考えていく必要がある。 

【宮森学校教育課等】 

そのような視点も取り入れていかないといけない。 

【石黑教育長】 

 一昨年より制服の検討を行ってきた。社会状況・経済状況を鑑み、制服

を変えることはせず、女子生徒のパンツスタイルを許可した。 

【北村委員】 

 対応していく必要はあると思うが慎重に考えていかないといけない。 

北村委員 

 小学校の 150 周年の式典に参加した。その中の講演会で思考を大切に

することを学んだ。他の学校にも広めていってほしい。 

 国歌斉唱があったが、ほとんどの児童が歌えていなかった。残念であっ

た。 

村井委員 

学校訪問に行くと児童のマスク着用率が高い。マスクの着用は個人の

意思ではあるが英語等のコミュニケーションの授業では表情がわからず

教師と児童の間に壁があるように感じる。希望ではあるが、早く改善して

あげたいと感じた。 

最近、気温の上昇の上がり幅が大きい。児童・生徒の様子を見ながら熱

中症対策は過剰なほど行ってほしい。運動会もあるため注意してほしい。   


